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■工　事　名：日本パーカライジング新総合技術研究所建設工事
■建　築　地：神奈川県平塚市大神－５
■建　築　主：日本パーカライジング株式会社
■Ｃ　　Ｍ：株式会社久米設計
■設計監理：株式会社竹中工務店
■施　　工：株式会社竹中工務店
■主　用　途：研究所
■構　　造：Ｓ造（新研究棟のみ基礎免震）
■敷地面積：，㎡
■延床面積：（新築合計），㎡、（改修），㎡
■工　　期：年月日～年月日

写真撮影：川澄・小林研二写真事務所

きょう開所式
　日本パーカライジングが研究開発体制の拡充と強化を
目的に進めてきた総合技術研究所（神奈川県平塚市）の
拡張工事が昨年月に完了した。金属表面処理を中心に
多角的な事業を展開する同社は、総合技術研究所を技術
の根幹を担う開発拠点と位置付ける。オープンイノベー
ションをコンセプトとする新研究所が「Parker Innovat

ion Center」としてきょう、開所する。施設の設計と施
工は竹中工務店が担当した。

フロア間の関係性をつなぐ吹き抜け空間㊧と食堂を兼ねたくつろぎの場㊨

　金属表面処理を中心に多角的な事業を展開
する当社グループにおいて、総合技術研究所
は、技術の根幹を担う開発拠点です。地球環
境問題の解決と脱炭素社会の実現に向けて、
有害物質の代替・低減やゼロエミッション化、
脱炭素化など、環境負荷を抑制する表面処理
技術の開発に取り組んでいます。

　新棟建設は、コアテクノロジーの深化と、
表面処理技術の対象領域拡大に向けた新技術
開発の促進が目的です。時代やニーズの変化
に対応した設備を導入し、研究開発を円滑に
進められる環境の整備により、研究開発の生
産性向上を図りました。働き方コンセプトは
「 ４C our surface 」。Create（ 創 造 ）、Con
vert（変換）、Combine（融合）、Change（変
化）の頭文字を取り、表面処理技術に新しい
価値を生み出していこうという思いを込めま
した。
　延べ床面積と実験室の数は、従来の約２倍
に拡張しました。新たに導入した設備には、ク
ラスおよびクラス，のクリーンルー
ム、表面分析装置を備えた総合ナノ解析室、
防爆仕様の大型熱処理実験室などがあり、基
礎研究から実用化まで幅広く対応できる体制
を整えました。新棟の中央に設けた共同実験

室では、さまざまな分野の研究者が集まり、
分野を超えた技術の融合や、製品事業と加工
事業の連携を促進していきます。
　イノベーションと安全性を両立する設備も
充実しました。感染症対策やBCP（事業継
続計画）への対応、周辺環境との調和を意識
した設備デザインを採用し、環境性能評価と

してZEB Ready・BELSやCASBEE認証も取
得しました。
　当社には、環境破壊をはじめとする社会課
題の解決に資する技術開発が求められていま
す。これまでに培ってきたコア技術と新たに
開発した技術を活用し、社会への貢献を目指
して研究開発を推進しています。特に脱炭素
化に向けた取り組みは、従来の工程エネル
ギー削減に加え、多様なエネルギーや動力の
損失低減による有効活用、水素エネルギーの
活用に代表される新エネルギー分野に向けた
研究開発など、多面的に展開しています。
　当社の技術開発は、顧客からの要望に基づ
く応用研究と将来を見据えた基盤研究・技術
提案の両面で構成しています。達成目標の時
期はそれぞれ異なりますが、いずれも事業を
通じた社会貢献が目的です。研究開発の強化
は事業戦略上、重要な位置付けとなります。

新規事業を実現する
人と技術の出会い

　計画にあたり研究所員とのワークショップから抽出
されたコンセプト「４C our surface」を建築的に実
装するため、プロジェクトの設計コンセプトとして
「PARK（くつろぎのワークプレイス）＆RIZING
（技術発信・交流の場）」を掲げました。多様な働き
方を受容する共創空間によって、研究活動を触発する
環境づくりを目指しました。

　「PARK」の中心となるホール棟は、食堂を兼ね
たくつろぎの場として敷地中央の緑豊かな環境のなか
に配置され、協業企業との共創空間として研究発表や
セミナー利用も可能な場となっています。「RIZING」
は新研究棟の斜めの吹き抜けによって、イノベーティ
ブな共創活動を触発し、さまざまな研究活動を貫く概
念です。同研究棟は展示／配信・グローバル／協働研
究・職員が集うロビー・グループワーク・ソロワーク
などグラデーショナルに変化する階層が、「RIZING」
な吹き抜けによってフロア間の関係性をつなぎなが
ら、人と技術が交流する「Innovation Center」を目
指しています。
　環境面では外皮高断熱化・位置情報システム・
AIカメラと連動した空調システム・半自動換気窓な
どを採用し、ZEB Readyを達成したほか、免震構造
の採用も含め未来に続く「Innovation Center」を支
えています。

株式会社竹中工務店　今田明宏

社内外に技術を展示配信するエントランスホール


